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１１月２４日にみらいづくりプラン推進会議 第１９回本会議を開催しました。令和５年度アクションプラン

上半期進捗状況の報告、各団体で進める取組みの共有等を行いました。

また、事務局より令和５年度下期から取り組む「総務省令和５年度 地域課題解決のためのスマートシ

ティ推進事業」、「横浜版脱炭素化モデル事業」について説明があり、地域の協力要請がありました。

 「総務省令和５年度 地域課題解決のためのスマートシティ推進事業」については裏面で紹介します。
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・視察等の積極的な受入れ

シンガポール国立大学、メリーランド大学、

国会議員、世界銀行 など

・メディア

日本テレビ ドラマ「だが、情熱はある」放映

フジテレビ ドラマ「この素晴らしき世界」放映

講談社雑誌 「FRaU」掲載 など

・実証事業

「横浜版脱炭素化モデル事業」への応募し、

コミュニティバスEV化に向けた設計・施工を検討

総務省「令和5年度

地域課題解決のための

スマートシティ推進事業」

への応募（11月採択）

※内容は裏面で紹介

「シティプロモーションの推進」

５．若葉台ブランド・ライフスタイル２．地域包括子育て

「こどもみらいづくり宣言」の実践取組み

・ピロティ、集会室開放の実現に向けた検討継続。

地域ぐるみの新たな取組み

３．安全・安心・健康まちづくり

・障害者等サポート部会の継続。

・総務省のスマートシティ推進事業での見守り

  実証事業の検討

６．総合的なエリアマネジメント

・リハビリテーション病院は建設工事中

、特別養護老人ホーム・認知症グループホームは

スケジュール・建設時期など調整中

４．住環境と公共空間のリノベーション

「多様な住戸プラン・環境を活かした住替支援

と旧西中跡地の本格利活用」に向けて

・高齢者向け公社賃貸住宅を6戸整備。

（10月完成、12月1次募集開始）

･車いす使用者向け公社賃貸住宅を整備

（モデル1戸完成。下期に2戸工事着手、2月上

旬完成予定）

・旧若葉台西中学校跡地活用検討

旭区役所及び横浜市財政局と協議を実施

旧西中の使用実態等の詳細調査実施

商店街活性化部会取組み

・商店街利用促進、活性化の議論を継続。

・空き店舗解消に向けた店舗リーシングの継続。

9月 iTSCOM契約

（R6.4月までの短期)

※11月 コーヒー

 焙煎店契約

（R6.2月頃開店予定）

・STわかば活性化協議会開催

利用者アンケート実施に向けた調整

１．中心街をエンジンとして活性化

次回の全体会議は令和６年５月下旬に開催予定です。

本年度アクションプランの下半期進捗報告、

令和６年度アクションプラン設定を予定しています。
テスト走行の様子 ⇒



◇ご意見等ございましたら、若葉台まちづくりセンターホームページのお問い合わせページもしくは
 みらいづくりプラン推進会議事務局公社担当（賃貸事業部若葉台創生課045-651-1957）まで。
 若葉台まちづくりセンター：http://www.wakabadai-kc.or.jp/ 神奈川県住宅供給公社：http://www.kanagawa-jk.or.jp/

総務省「令和５年度 地域課題解決のためのスマートシティ推進事業」とは
現代のデジタル情報通信技術が提供する便利な暮らしを、その地域の誰もがい
つでも受けることのできるサービスへと整備、改良する取組みに対する総務省
（内閣府など府省連携）の補助金事業です。

デジタル情報通信技術を活用した大型団地の課題解決モデルの実証について、
今回応募した事業内容は以下に示す通りとなります。11/2に総務省より交付決
定の記者発表がされ、11/20に交付決定式が執り行われました。
本事業の主体は、一般社団法人コンパクトスマートシティプラットフォーム

協議会、イッツ・コミュニケーションズ株式会社、認定ＮＰＯ法人若葉台の3者
となります。また、まちづくりセンターと旭区が協力事業者となっています。
各サービスの詳細、モニター申込などはダイバーシティスペースWakkaにお尋ねください。
お問い合わせ先：認定NPO法人若葉台 045-744-7811

※各サービスは自主運営でのサービス持続を目的とし実証するものです。期間中、状況に応じてサービス内容の変更や
 サービスを中止する場合がございますので、予めご了承ください。
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